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We are Shifting Up now.

ようこそ、新しいインターネットマガジンへ！まずは、本誌のコンテキストをあらためて宣言します。

『未来を創る人に“いま”必要なひらめきとチャンス、素材を提供する』

あなたはなにを創る人ですか？ 創ることほど素晴らしいことはありません。最初に、新創刊の挨拶として「創造とインターネットの新し

い関係」を提案させてください。

いま、創る人が最初にやるべきことは第二幕に向けてのインターネットの再定義だと思います。インターネットとはなんでしょう。通信手

段、双方向のメディア、巨大なデータベース、情報発信の場。どれも正解のようですが、本質を言いあててはいないように思います。これ

らは、すべてユーザーから見たインターネットの機能や役割ではないでしょうか。電話やテレビや図書館など、インターネット登場以前に

あったものを少し進化させたに過ぎません。世の中には「ブロードバンド」という言葉が溢れていますが、うそですね。1.5Mbpsは「ミド

ルバンド」と認識すべきです。この程度のインフラに電話やテレビの機能を載せても、大きなブレイクスルーは起こりません。ところが、創

る視点で考えると想像を絶する変革の可能性が見えてくるのです。

大昔、歩く以外に交通手段がなかった時代を想像してみましょう。人々は1つの村の中で生涯をまっとうします。ある日、村人の1人が

地面を掘っていたら水が出てきました。彼はその周りをきれいに整えて井戸を創りました。その日から村人の生活は一変します。創造者

が村を変えたのですね。でも、となりの村の生活は変わらないままです。

時代は変わって、人々は船に乗って大陸間を行き来するようになりました。ある人が紙の作り方を発見し、そこに文字を書いてみました。
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すぐにその国の文化は激変します。さらに、海を渡ってゆっくりとですが、近隣の国々にも書物が伝わっていきました。創造者が世界の

文化に影響を与えたのです。

時はさらに流れて衛星放送が発明されました。移動することなしに、遠く離れた国で起こる事件が伝わってきます。マスコミが創った番

組は人々の生活、文化、思想など、あらゆるものに影響を与えました。2つに分れていた国の壁さえ壊すほどの勢いです。

こうして考えると、大昔から創造には世界を動かす力があったことがわかります。そして、交通手段や通信手段、メディアの発達がその影

響力を増大させてきたのではないでしょうか。いま、インターネットがあります。マスメディアが流さない情報でも瞬時に世界中に広がって

しまいます。それだけではなく、だれかが創ったモノが別の創造者にひらめきを与え、さらに新しいモノが生まれるという光速の連鎖、す

なわち「創造のコミュニケーション」さえ起こせるのです。オープンソースコミュニティーがすでにそれを証明しています。我々はかつてない

ほど創造者の与えるインパクトが大きい時代に生きているのです。本質はコミュニケーションです。私は「創造とインターネットの新しい

関係」をこう考えます。

『インターネットのあるいま、誰かが新しいモノを創れば、必ず世界が少しだけ動く』

ドットコムバブルがなぜ崩壊したのか。創る人の認識がこの本質に至ってなかったからだと思います。お金はあとからついてくると考えれ

ばいい。もっと大きな志、「世界を少しだけ動かす」という夢をインターネットの第二幕にぶつけてみようではないですか。

最後に、私たちのコンテキストはこの号で完成したとは思いません。創造者であるみなさんとともに、さらに本誌に磨きをかけなければ

なりません。Shift Upは終わっていないのです。ここにお約束します。インターネットマガジンはこれからもShift Upし続けます！

[ kurazono ]
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